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オープンソースムーブメントが全てを変えた

インターネットを生み出した、オープンソースムーブメントが
創りだした新たなビジネスモデルを日本の経営者は理解し
ていない。

サムソンはオープンソースムーブメントが創りだした新たなビ
ジネスモデル、貢献の競争、を良く理解している。

Steve Jobsはオープンソースムーブメントが創りだした新た
なビジネスモデル、ソフトパワー、を良く理解していた。

同様な状況は多くの業界、企業にあてはまる。
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インターネット と オープンソースムーブメント （１）

ソ連からの核ミサイル攻撃に耐えるネットワークの構築を米
国国防省が企画。

→ARPAnetが出来る。（1969年）→インターネット

米国政府はARPAnetの知的所有権を持たず “無料”で
Openにし、誰でも開発に参加出来るようにした。

インターネットに特許無し。全てオープン。ユーザの技術的
な貢献で良くなる。

採用された技術の提供者名は明確に表示。
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 米国が知的所有権を主張しなかったが故に、世界統一規格。
従来とは１８０度逆のビジネスモデル。（例：アナログTVのビジ
ネスモデルは知的所有権をベースにしたモデル。）

 知的所有権を主張しない米国が最大の受益国、米国企業が
最大の受益社。

 オープンンソースムーブメントでは、多くの場合、最大の貢献者
が最大の受益者。

個人、中小企業、大企業、国のレベルにあてはまる。

インターネット と オープンソースムーブメント （２）
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貢献の競争
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Linuxとは

 1991年, フィンランドの学生だったLinus Torvaldsにより
オープンソース方式で開発がスタート。

 「貢献の競争」により信頼性と拡張性に富むOSに成長。

 PCを除く殆どの分野で主流なOSに成長。

 富士通、日立、NEC、IBM。。。など、殆どのIT企業がビジネス
の中核に位置付けるOS。

 アンドロイドはGoogleがLinuxをベースに開発した
移動体通信機器向けのオープンソースのソフトウェア。

スマホに於けるアンドロイドのシェアは７０％以上。
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Linuxが使用される範囲

組込みOS

ネット系
サーバ

デジカメ

家電機器

GPS

ハードディスクレコーダー

テレビ

・パソコン
・旧オフコン市場

・スーパーコンピュータ
・クラウドサーバー
・ミッションクリティカル
な分野でのサーバー
・メインフレーム

ロボティクス

アンドロイド Tizen
スマートホン

Linuxが圧倒的に強い分野 Linuxが圧倒的に強い分野
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インターネットを支える技術の大半はオープンソース

Internet

Linux

PostgreSQL、MySQL：ネット上で利用されるDBMSの多くはOSS。

Samba：Windows, Unix, Linux間でファイルを共有出来る。

Apach：Webサーバソフト

Sendmail：電子メールソフト

Perl, PHP, Ruby。。。等の言語系
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クラウド、DCは大半がオープンソース

Google, Yahoo, Amazon.com, Salesforce.com. Facebook, 
Twitter, LinkedIn…等、グローバルにクラウドサービスを提供してい
る企業のほぼ100%が OSSで構築。

Amazon Web Service (AWS)もOSS。

今後のクラウド構築プラットフォームはCloudstack, Openstack, 
EucalyptusなどのOSSが主流。

at+link, さくらインターネットなどのDCもOSS。

コスト、性能面で優位性を築くにはOSSでシステムを組む方法しか無
い。業界標準のクローズドソースでの差別化は不可能。

（ファションコンテストでユニクロ製品を着ても勝てない。）
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金融系機関の基幹システムはLinux

世界の証券取引所の約８０％はLinux。

シカゴ商品取引所のサーバは１００％Linux

三菱東京UFJ、大和証券。。。基幹はLinux.

４社に分割発注する４，０００億のみずほ銀行の次世代システムは

４社ともLinuxで構築。

多くの金融業界で使用されているLinuxは「貢献の競争」によりUNIX
系より遥かに性能が高い。この基盤上に自社の差別化要因を築く
方法がベスト。

早く、安く、信頼性の高いシステム構築が可能。
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ー バザール方式が前提

 能動的な貢献

 「貢献の競争」の世界

ー 最大の貢献をした個人・企業・会社が最大の利益を得る。
例： IBM、サムソン、慶應大学村井純教授

ー 多くの技術者は金銭的な対価を求めずに貢献する世界。

人は何の為に働くのか、やる気を起こすのか。

参考文献：モーチベーション3.0 講談社 大前研一(訳)
「The Surprising Truth About What Motivates Us」 By Daniel H. Pink

貢献の競争 （New Business Model 1)
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OpenDaylight Project (SDNをOSSで開発）
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ソフト・パワー
21世紀国際政治を制する見えざる力
Joseph S. Nye, Jr.：元ハーバード大学教授

ハード・パワー
「軍事力と経済力」で相手国を自国の思う
ように動かす力。

ソフト・パワー
「軍事力と経済力」を使わずして相手国を自
国の思うように動かす力。

→ Smart Power

ハード・パワー + ソフト・パワー

ソフト・パワー (New Business Model 2)
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 ビジネスに於いて、相手を“指揮権を持たず”“金を使わず”して
自分の思うように動かせる力。

 Ruby言語の「まつもとゆきひろ氏」、Linux の Linus Torvalds氏。

 Appleは３０万のアイアプリ開発を指揮権を持たず、金を払わずして実現。

 AppleはiTunesUのコース開発費をゼロで。

 IBMはSoft Powerで倒産危機から復帰。
(Harvard Business Review,  「Friends like These」 by David B.   Yoffie, Marry Kwak)

 トヨタはSoft Powerでカンバン方式を世界の自動車会社に普及させる。
(Harvard Business Review,  「Collaboration Rules」 by Phillp Evans and Bob Wolf)

Soft Power （New Business Model 2）
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2010年3月16日
日本経済新聞
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2012年6月12日
日本経済新聞
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2012年8月23日
日本経済新聞

コンボはすでに規格を公
開している。チャデモも公
開に踏み切ることで、将来
の国際規格統一に向けた
動きが始まる可能性もあ
る。
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iPS細胞関連知財のライセンス形態

iPS細胞の知財は研究、教育機関が使用する場合は無
料。

最大の貢献者が最大の受益者。

個人、大学、企業、国にあてはまる。

ミクロもマクロもあてはまる。

無料の優れた知財に競合は現れない。→独占が可能。
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新しい保守、保証サービス (New Business Model 3)

• OSSは売り手が技術力に応じて保証・サービス範囲を
自由に設定出来る。（市販されるクローズドソースソフトを再販する場

合、メーカの保証範囲を越えるサービスは提供できない。中身が判らない。）

• ユーザも技術力を付ければ、全て自社で対応可能。
（住友電工）

• 売り手に不得意な問題が出た場合、良く判っている
会社にバックアップ保守を依頼する事が可能。

• コミュニティのサポートを得る事が出来る。
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マイクロソフト ソフトウエア使用許諾契約書 （品質保証規定）

• ９０日間保証
• マニュアルに書かれている通りに動作することの保証
• サポートはマニュアル通りに行う、技能提供の保証

本ソフトウェアは、汎用の製品として設計され、かつ提供されるものであり、特定の
目的のために設計されたり、提供されたりするものではありません。お客様 は、全く
エラーのないソフトウェアというものはありえないものであることをご了承の上で
本ソフトウェアをご使用になるものとし、そのため、本ソフトウェア のご使用に
当たっては定期的にバックアップ ファイルを作成されることを強くお勧め致します。
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc343630.aspx
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Fee on Free （New Business Model 4）

 Google / Yahoo 

【売り手側】
・インターネット：無料 （Free）
・Linuxベース：OSは無料 （Free）

【顧客側】 検索はいくら使用しても無料 （Free）

【利益】 検索連動型の広告 （Fee）

 iTunes U ...

→ 教育の世界を根本から変化させる。

 アップロードが主流。
ユーザがコンテンツを“無料”で作成してくれる。
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2011年10月28日
日本経済新聞
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2013年1月31日

日本経済新聞
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2010年1月23日
日本経済新聞

28



© LPI-Japan 2014. All rights reserved. 2929

2013年6月11日

日本経済新聞
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2013年6月13日

日本経済新聞
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テスラーモターズはどうして技術をオープンソースにするのか？

31
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圧倒的なコストパーフォーマンス (New Business Model 5)

 LinuxやPostgreSQLをカスタマイズして性能面で差別化

 コスト面で差別化 （ライセンス料金はゼロ円）

 サービスで差別化

楽天、mixi、クックパッド、Google、Yahoo、 Amazon.com

Facebook、 LinkedIn、 Salesforce.com、…はなぜ
OSSを使うのか？
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OSS-DBが創り出す
新たな世界

・ Linuxの世界で起きた事が短時間にDBMSの世界で
起きる。

・ 多くの分野で,日本では、PostgreSQLが業界標準に
なる。

ー 現在、ミドルウエアの分野に於いて、最大の出費は

DBMS。

ー 現在、殆どの分野でPostgreSQLの性能は商用DBMSと
同等。

ー 圧倒的なコストパーフォーマンス。

５年後のDBMS市場は？



OSS DB採用によるコスト削減効果
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0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

PostgreSQL Oracle

ライセンス費用 初年度保守費用 2年目保守費用 3年目保守費用

Oracle Database(EE) 
17,141,160円

ライセンス費用
2 × 5,163,000円

年間保守費用
2 × 3年 × 1,135,860円

PostgreSQL
1,200,000円

ライセンス費用
0円

年間保守費用
1 × 3年 × 400,000円

1ノード(CPU2ソケット）のサーバで
3年間運用の例
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COPYRIGHT(c) SRA OSS, Inc. Japan All Rights Reserved.
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・ 「メーカーによるロックインのリスク」を回避できる。

＜ロックイン問題の事例＞
- 米Oracleは2011年3月22日、Intelの「Itanium」プロセッサ向けのソフト

開発をすべて打ち切ると発表。

- 日本ヒューレット・パッカードは、米Oracleの
発表を受け、2011年4月26日
「データベース改革推進アライアンス」
を発足。

-MySQLはOracleの配下。

http://www.oracle.com/us/corporate/press/346696

メーカロックインの回避
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PostgreSQLの事例(1)

・NTTグループ全社の基幹DBMSをPostgreSQL
に変換予定。

・ 住友電気工業
- 2005年にPostgreSQLを社内システム向けの標準DBMSとして採用。
- 売上２兆円以上の企業の全てのDBをPostgreSQLで行う。

・ ＪＴＢ
- JTBが発行するクレジットカード「JTB旅カード」のWebサイトのコンテンツ管理や

会員情報管理にPostgreSQLを採用。
- システムの求める性能、可用性、コストの観点で選定。
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・ 株式会社カプコン
- オンラインゲームのサーバシステムにPostgreSQLベースのDBを採用。

・ 株式会社バンダイナムコゲームス
- サーバシステムにPostgreSQLベースのDBをクラスタ（HA）構成で採用。

・ マネックス証券株式会社
- 資産設計アドバイスツールのデータベースサーバにPostgreSQLベースの

RDBMSを採用。 ２４時間３６５日フル稼働が要求条件。

・ 株式会社ドトールコーヒー
- 受発注処理システムの基盤システムにPostgreSQLベースのRDBMSを採用。

２４時間３６５日フル稼働が要求条件。

PostgreSQLの事例(2)
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・企業名：セイノー情報サービス
-輸配送管理サービスでPostgreSQLをクラスタ（HA）構成で採用
-HA構成も、Heartbeat、DRBD（ともにOSS）

PostgreSQL採用のポイント

1. 無償で商用利用が可能
2. 日本では多数のPostgreSQLユーザがいる。
3. 過去の利用実績（携帯電話とGPSのソリューション）

トラブル一切なし。

物流システム事例
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コスト削減を成功させた、トヨタの車両製造管理システムのシステム構成
－ データベースはPostgreSQL

44
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Linux Professional Institute Japan （LPI-J） とは？

Linux、OSS-DB及びＨＴＭＬ５プロフェッショナルの認定活動
を通じて、以下の活動を行うＮＰＯ。

ー日本の技術者、企業、教育機関、国の技術レベルの向上。

ー日本の技術者をより能動的にする。
（貢献の競争で勝てる技術者の育成。）

ー日本の管理者と技術者が“オープンソースムーブメント が創り
出した新たなビジネスモデル”を理解出来るようにする。
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LPICレベル１
サーバの構築、運用、保守

レベル

（2試験）

LPICレベル2
ネットワークを含む

コンピュータシステムの
構築、運用、保守レベル

（2試験）

LPICレベル3
各分野の最高技術レベルの

スペシャリスト

（１試験を選択）

ITSS

レベル１

ITSS

レベル2

ITSS

レベル3

LPIC試験の構成と概要
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各レベルの特徴

【LPIC レベル1】 ～ファーストレベルLinux専門家～
Linuxサーバの構築・運用・保守等の基本操作が行える技術者。

サーバ構築・運用・保守技術者、DBエンジニア、カスタマーサポートなど

【LPIC  レベル2】 ～アドバンスドレベルLinux専門家～
Linuxのシステムデザイン、システム構築、ネットワーク構築、
維持、トラブルシューティングが行える技術者。

レベル１に加え、システム開発・企画・保守のリーダー、組込開発技術者、インストラクターなど

【LPIC レベル3】 ～市場価値の高いLinuxプロフェッショナル～
Linux、Windows、UNIXなどの混在環境での大規模システムの
構築・クラウドのシステム構築が出来る技術者。

大規模システム開発・企画・設計、システムコンサルタントなど
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LPIC国内受験者総数

Linuxの普及により、LPIC受験数が伸び続けている
2014年5月末現在
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LPIC国内各レベル認定者数

日本における累計認定者数： ８万人を突破
2014年5月末現在
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入札の事例

入札公告
東京空港整備事務所
LANシステム保守管理

独立行政法人
経済産業研究所

派遣労働者公募要項
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入札の事例

調達仕様書
厚生労働省

職業安定行政関係
システム運用業務



© LPI-Japan 2014. All rights reserved. 53

例1） NEC、日立、富士通の各社様
３社共に人事制度の評価ポイントに採用。

例2） 富士通系大手企業様 （社員数4,000名）

昇進条件：３種類の必要ベンダー中立認定資格の一つ。

例3） NEC系ネットワークSＩer 様 （社員数6,000名）

新入社員研修で全員がLPICレベル１を受験＆取得。

企業でのLPIC採用例

株式会社日立ソリューションズ
（掲載誌：日経Linux 2011年11月号）

NECネッツエスアイ株式会社
（掲載誌：日経Linux 2011年5月号）

株式会社富士通ラーニングメディア
（掲載誌：日経Linux 2012年6月号）
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オープンソースデータベース
技術者認定資格 とは

オープンソースデータベース （OSS-DB） に関する
技術と知識を認定するIT技術者認定

データベースシステムの設計・開発・導入・運用ができる技術者

大規模データベースシステムの
改善・運用管理・コンサルティングができる技術者
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システム間連携や最新のマルチメディア技
術に対応したWebアプリケーションや動的
Webコンテンツの開発・設計ができる。

マルチデバイスに対応した静的なWebコン
テンツをHTML5を使ってデザイン・作成
できる。

対象

Webシステム
開発者

Webディレク
ター

スマートフォン
アプリ開発者

サーバーサイド
エンジニア

フロントエンド
プログラマー

Webデザイナー

対象

Webデザイナー

Webシステム
開発者

グラフィック
デザイナー

スマートフォン
アプリ開発者

フロントエンド
プログラマー

サーバーサイド
エンジニア

HTML5プロ認定制度は二つのレベル
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結論（１）

OSMを理解せずしてIT関連企業の存続は難しい。

IBM, Google, Yahoo, Facebook, Salesforce.com, Amazon.com
Apple… 全てOSMをビジネスの基軸に成長。

日本企業のみ例外はありえない。

業界標準クローズドソースソフトの「使用法」での差別化は無理。
日本のIT企業は全てWindowsやOracleは扱える。

コストの優位性では中韓、インドに勝てない。
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結論（２）

企業は「OSSを使用」→「貢献の世界を理解」→「自社の得意な分野
で貢献する」→「貢献の競争に勝つ」が重要。

クライアント・サーバ型全盛の時代、HTML5が極めて重要。

LPIC、OSS-DB、HTML5プロ認定制度の採用は技術者及び企業の
更なる優位性の構築に繋がる。
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これからの時代におけるＩＴ企業の差別化

OSS-DB ＬＰＩＣ
サーバ側
ＬＰＩＣ
OSS-DB

クライアント側
ＨＴＭＬ５ＨＴＭＬ５

サーバ技術＋クライアント技術 ＩＴ技術＋コンテンツ系の能力



© LPI-Japan 2014. All rights reserved. 5959

成井 弦
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オープンソースは革命。

オープンソースは創造。

オープンソースは無限。

オープンソースは未来。


